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20mm 変位で突起部周辺の砂が破壊され、滑り状態に移行することが確認できた。  
(3)本研究では、20mm 変位の地点を滑り開始と定め、突起部の抵抗を含めた限界せん断
応力を青ポリ管の実管路に相応しい値として採用した。結果は、限界せん断応力が 10.8 







りが発生しないことが明らかとなった。一方で、レベル 2 地震動の 1.5 倍～ 2.0 倍の大
きな地震動を想定すると、呼び径 150 以上の青ポリ管に滑りが発生する結果を得た。
管と地盤との相対変位量は、レベル 2 地震動で最大 12.2mm（滑り発生なし）、レベル 2





第 6 章は、相対変位が 90°曲管、T 字管およびサドル付分水栓（給水分岐）に与える
















第 8 章は結論であり、本研究で得られた成果を要約している。 
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